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博士(文学)学位請求論文審査報告要旨 
 
岡田 袈裟男 「江戸異言語接触 ―蘭語・唐話と近代日本語」 
 
審査要旨 
 本論文は、江戸時代の日本において、オランダ語と中国語という二つの異言語との接触を通し
て進められた言語研究の成果とその影響について論じたものである。オランダ語と中国語は、江
戸時代の日本が接し、政治的、文化的な背景のもとに、組織的な研究と学習がはかられた言語を
代表するものであり、これらの言語の研究を通してえられた成果は、江戸時代の言語研究の一つ
の流れを形成したのみならず、異文化の紹介として、文学等を含む文化の諸方面に影響を与える
ところがあった。従来、オランダ語、中国語のそれぞれの研究と学習のあとについて、蘭語学、
唐話学の名のもとに蓄積されてきた研究業績は少なくはないが、本論文は、それらの蘭語学、唐
話学に関する個別的な研究を整理し、前進させるとともに、両者を共通の視野のもとにおき、相
互の関わりにもふれ、江戸時代の日本における異言語の研究と学習という視点から、とらえよう
としたものである。 
 本論文は、全五章から成る。 
 第Ⅰ章「江戸異言語接触と言語文化」は四節から成り、論文全体の導入部として、江戸時代に
おいて、オランダ語や中国語が学ばれる歴史的な背景と環境についてまとめ、後続の章であつか
う問題の概観的な位置づけをおこなっている。 
 第Ⅱ章「蘭語学史の諸相」は八節から成り、蘭語学に関する論考をおさめる。江戸時代に編纂、
刊行された最大の蘭和辞典である『和蘭字彙』を主たる資料として、蘭語学におけるオランダ語
の文法体系の把握や、音韻体系の認識とその表記などについて、具体的かつ精密に論じている。
特に、第 9 節「唐話・蘭語・日本語対照辞典としての『改正増補蛮語箋』」では、同書が単純な日・
蘭辞典ではなく、そこに唐話を示すことをも意図していることを指摘し、蘭語学と唐話学との交
渉を認めている。 
 第Ⅲ章「唐話学史 白話の受容と展開」は九節から成り、唐話学に関する論考をおさめる。唐
話学研究の成果である唐話辞書の整理と分析、荻生徂徠・太宰春台らによる唐話研究、白話小説
の翻訳を通してうかがわれる唐話受容の実態などが広く論じられ、基礎的な資料の整備がはから
れるとともに、江戸時代の言語研究や漢学や文学に対して唐話研究が持った役割について、新た
な展望が提示されている。 
 第Ⅳ章「蘭学史・蘭語学史と文学・文化」は四節から成り、江戸時代の海外知識の書である『環
海異聞』『北槎聞略』などを通してみた、江戸時代後期の日本が置かれた歴史的、地理的な環境と
蘭学との関わりがとりあげられている、また、蘭語辞書の出版に関する佐久間象山の建白書によ
って、幕末の国防意識と蘭学とのかかわりが論じられており、蘭学および蘭語学の文化史的な影
響の広がりが具体的に紹介されている。 
 第Ⅴ章「唐話辞典・江戸時代唐音表・江戸言語学年表」は三節から成り、唐話学と蘭語学との
基礎資料の整備をめざしたものである。代表的な唐話辞典の一つである『唐話纂要』の所収項目
によって唐話語彙と唐音の一覧を作成し、また、唐話学、蘭語学を柱とした言語研究の流れを年
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表としてまとめ、研究史の全体的な見通しを与えている。 
 以上のように、本論文は、江戸時代の蘭語学、唐話学の実態とその影響を広くみわたし、基本
的な事実の解明と基礎資料の整備をふまえ、文学史や文化史とのかかわりについても独自の視点
から分析を加えたものとして、評価することができる。 
従来の研究と比較したとき、本論文の大きな特色は、これまでは、それぞれに取り上げられる
ことが一般的であった蘭語学と唐話学とを共通の視野のもとに置くということであるが、この視
点が研究の方法として、具体的に大きな成果をもたらしているかといえば、必ずしも、そうとは
いえず、全体の構成としても、蘭語学に関する章と唐話学に関する章とがそれぞれに並置されて
いるという印象はぬぐいえない。しかしながら、これは、蘭語学と唐話学とをあわせてとらえる
という視点による研究そのものの新しさによる研究段階としての制約でもあり、江戸時代におけ
る異言語との接触という大きな視点が今後の研究の進展に必要なものであることは疑いの余地も
なく、このような視点からの具体的な成果は、著者自身によって、今後、さらに積み重ねられて
いくことが期待できるであろう。 
 このような、方法論に起因する、現段階においてはやむをえないかと考えられる制約を別にす
れば、各章各節を構成する論考の内容は、新たな知見を提示するものであり、江戸時代の異言語
研究の成果を論証したものとして、本論文は、博士（文学）の学位に値するものと判断する。 
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